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令和５年４月、近江八幡市大中の橋場芳

明さんが黄綬褒章を受章されました。 

橋場さんは半世紀近くの肉用牛肥育経営

における、近江牛のブランド向上の先駆け

となる取り組みが高く評価されました。橋

場さんにお話を伺ったところ、安全安心は

もちろんのこと、「食べて美味しい」と思え

る牛を育てたいという信念をお持ちでした。 

20 才頃から県外に牛を買いに行ったが、

当初は良い牛が分からず、判断できる人に

教えてもらって“基礎”が作れたそうです。 

飼養管理で悩んだときは県外の人にも意

見を求め、餌や水の給与において牛のスト

レスが減って栄養吸収が少しでも良くなる

よう、考え実行してこられました。 

牛を出荷したら、肉質の確認のためご自

身で購入して食べ、その肉を使った料理人

に感想を尋ねる、など様々な立場の人の意

見を聞いておられるそうです。「人の意見を

聞く耳をもつ」「継続して努力する」という

言葉が印象的でした。 

「牛は２年で入れ替わるので同じことは

ない、生涯現役で頑張りたい」とおっしゃっ

ていました。これからも近江牛ブランドを

磨き上げる経営体として一層のご発展とご

活躍をお祈りいたします。    (西村) 

 

 

 

 

滋賀県では現在、導入牛に対して慢性疾

病である牛伝染性リンパ腫（EBL）、ヨーネ病

および牛ウイルス性下痢（BVD）の検査を推

奨・実施しています。 

昨年度、滋賀県へ導入前後の検査で、12

頭の牛が EBL の抗体または遺伝子検査で陽

性となりました。他県でも導入牛において

BVD陽性が確認されるなど、外部から上記 3

疾病が侵入するリスクはゼロではない状況

です。 

EBL、ヨーネ病については感染してから明

確な症状を示すまで数年かかる場合があり

ます。BVDも胎児期に感染し、ウイルスを排

出し続ける持続感染牛（PI牛）が存在しま

す。PI牛は明確な症状を示さず、EBL、ヨー

ネ病と同様、気付かないうちに感染を広げ

てしまう可能性があります。検査結果が判

明した陰性牛を導入するようにしましょう。

また移動中に他の牛から感染する場合もあ

るので、導入前に陰性であっても導入後再

び検査することをお勧めします。導入牛か

ら農場にいる牛に感染する場合もあるので、

検査で陰性が確認されるまでは他の牛から

隔離して飼養するようにしましょう。上記

３疾病（に関わらずですが）は一度侵入を許

してしまうと、清浄化が難しい疾病でもあ

ります。農場を疾病から守るためにも、今一

度導入牛検査の実施について、検討してい

ただければと思います。実施を希望される

場合は、家保にご連絡ください。 (中山) 

橋場芳明さん黄綬褒章 受章おめでとうございます！ 

導入牛検査、実施しませんか？ 


